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(IV）.大卒肺吸虫セノレカリアの Mucoidglandsの形態に就て

横川 宗雄 吉村裕之

千葉大学医学部寄生虫学教室

（昭和 33年 4月7日受領）

はりめに

肺吸虫セルカリアの “Mucoidglands ”に関しては

Kruidenier (1953〕のケリコット肺吸虫 （Paragonzmus 

kellicotti Ward, 1908）セルカリアについての研究と著者

ら (1956）によるワエステルマン肺吸虫（P.westermanz 

Kerbert, 1878）のそれとが報告されている。著者らの

観察によれば， ウエステルマ ン肺吸虫セノレカリ ア内の

“Mucoid glands ”の形態は Kruidenierの記載 したケ

リコット肺吸虫のそれとは何れも 6対宛認められる点て

は一致しているが，細部の点において 2～3の差異が認め

られ， “Mucoid glands，， に関しでも夫ペ種の特異性が

ある事が確認された。尚著者らはζの＇＇Mucoidglands" 

の生物学的意義についてもウエステルマン肺吸虫セルカ

リアピ関する限り Kruidenierの見解とは多少異なる意

見を持っている事を明らかにしておいたが，とれが種に

よる差異か否かは尚充分には明らかにし得なかった。そ

とて今回は我固にみられる以上 2種の肺吸虫とは別種で

ある大平肺吸虫 （Paragonzmusohirai Miyazaki, 1939) 

セノレカリアの “Mucoidglands ”に関して観察を試み，

2～ 3の興味ある所見をえたのて報告する。尚大平肺吸

虫の発育史に関しては著者らCH'ffllら，1958）はその第一

中間宿主が「ウスイロオカチグサ」＊ (Rαludinella devz百s

Gould）てある事を 1957年夏始めて明らかにする と同時

に， 大平肺吸虫セルカリアの生鮮 I~~木による形態学的観

察においてウエステルマン肺吸虫セルカリアとの差異を

明らかにしたので “Mucoidglands ”についても比較す

る事は興味ある事と考えられる。

MUNEO YOKOGAWA & HIROYUKI YOSHIMURA 

Studies on lung-fluke physiology IV. Morphological 

studies on mucoid glands in the cercariae of Para-
g仰 imusohirai Miyazaki, 1939. (Department of 

Parasitology, School of Medicine, Chiba University, 

Chiba. Japan) 

実験材料と実験方法

大平肺吸虫セルカリ アは静岡県下田町湊および吉佐美

て採集した「ウスイロオカゲグサ」の自然感染のものお

よび実験室内て「ワスイロオカチグサ」に大平肺吸虫の

ミラシジワムを感染させたものからの両者を用いた。成

熟セルカリアは，とれら自然感染貝或は実験的に感染さ

せた貝を砕挫 し，貝体内の娘レジアより遊離の状態て存

するものを用い，未熟セルカリアは母レヂアの嚢を破り

その中から得られた種々の発育段階にあるものを 用い

た。大平肺吸虫メタセルカ リアはその第2中間宿主てあ

るべンケイガニおよびクロベ ンケイの肝臓より牙離 した

脱嚢直後の幼虫を用いた。 固定および染色法は既報（横

川・ 吉村， 1956）の如 くてトルイジン青のメタクロマジ

一法によった。

観察所見

c 1）大平肺吸虫成熟セルカリ アの “Mucoidglands" 

の形態 ：

貝保内に遊離している成熟セルカリアの “Mucoid

glands”は体の中心軸に略々対称’性に 6対が口吸盤の後

縁より尾部附著部に至る聞に配列し，その形も星さ伏或

は西洋梨型を呈するものが多いが，中には可成り不規則

な塊状を呈するものもあり，その大きさも種々で個体差

がかなり著しい。最後端部にみとめられる第63吋の“Mu-

coid gland”はウエステルマン肺吸虫のそれと同様長逆

三角形に近いものが多かったが，第 1対のものは多くは

上下に長く延びた細長い塊状若くは西洋梨型を呈し，他

対のものに比して導管の牙岐が可成り分明にみとめられ

たとはいえ，主として口吸盤の前縁および側縁に 2～3本

の比較的太い専管が認められるのみで，ウエステルマン

肺吸虫のそれの如 く多数の細導管が互に連絡しつつ後縁

＊本貝の同定については， 黒田徳米（1958）はムジヤド
9カワザユ γ ョウ 〔Asszmzi問 αpαγαsitologzcαn.sp. 
Kuroda, 1958）と新に命名 し，カワザエシ ョウガイの
一新種とした。

本部研究は文部省科学研究費の一部によって行われた．乙斗に記して謝意を表する。
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に沿っても分岐定行するというが如き著明な所見はえら

れなかった。即！＞大平肺吸虫セルカリアては “Mucoid

glands ”の導管の発育は可成り悪い様に思われた。叉

所謂 “Mucoid-reservoir，， は口吸盤の前縁或は側縁に 3

～4ケ （ventralmucoid-r回 ervoir），体側部に 2～3ケ

(lateral mucoid-reservoir）みとめられたのみで，之等

“Mucoid-reservoir，， に牙岐する導管も著しく砂いてお．が

目立った。第6対の “Mucoidgland ”は阪吸盤の後方

一J9r謂 Ventralgrooveの側紋にみとめられ，その辺紘

はウエステノレマン肺吸虫のそれの如く ~i;1i歯状て長逆三角

形を呈するものが多く ，一方持管の分岐は殆んどみとめ

られなかった（Fig.1の 1）。

40μ. 

0. s. ・ ・ ・ ・oral sucker 
S. t. ・ ・ ・ ・stylet 
M.g. ・ ・ ・ ・mucoid glands 
V.s.・・ ・ ・ventral sucker 
Ta. ・・・・tail
Ac. ・ ・ ・ ・ acetabulum 

2 

1. Ventral view of e‘Mucoid glands ”of the 
mature cercaria 

2. Lateral view of the same one. 

Fig. 1. “Mucoid glands ”of the cercaria 

of Pαraga抑制：usohiγαi 

以上の所見は凡てセルカリアの腹側面におけるものて

あるが，之等を側面位からみると，何れの腺組織も体の

rr心軸より前方に位置しており， ウエステルマン肺吸

虫のそれと同ーである事が確認された（Fig.1の2）。尚

A meel, Kruidenierらがケリコッ ト肺吸虫の尾端部にみ

とめた “Mucoidstrand，， 新しくは “Mucoidtether，， な

るものは木セルカリアにおいても ウエステノレマン肺吸虫

と同様にその存在は全くみとめられなかった （Fig.1お

よび Plate1.）。

c 2）未成熟セノレカリ・アの “Mucoidglands，， の形態 ：

多数の母レヂアより得た種々の発育過程にあるセルカリ

〔寄生虫学雑誌・第 7巻・第 6号

．防

Plate. 1 

"Mucoid glands ”in the mature cercaria 

。tPa rag，側 ：i'musoh£：γω 

" 

ア体内の “Mucoidglands ”の形成慨要を観祭した結果

は以下の却くである。即1ぅ極めて未熟なセルカリアにお

いてはウエステルマン肺吸虫の場合と全く同様に服組織

の形成は未だみとめられず，やや発育したと思われる段

｜併のものにおいては，小さいg芭状の “Mucoidglands” 

の原基と考えられるメタクロマジーを呈する物質塊が認

められるのみであった。その染色性も粗槌て、販粒状てあ

り，多くは腹吸盤の周辺部に出現し始めるものが多かっ

た。史らに発TJしたものでは口吸盤下部およびセルカリ

アの体の後端に近い部にも出現しはじめ，太く且短い導

管が 1～2本分岐する過程がJD究された。

(3）分泌相におけるセルカ リアの観察 ：

“Mucoid glands”の本来の機能である Mucoid-sub-

stanceの牙泌については未だ不明な点が多い。牙泌相に

おける所見についても個体による変異と牙路期の時期的

関係と共に可成り複雑である様に思われる。多くは口吸

盤の周辺部およびその内部並に Ventralgrooveに集積

し，時に口吸盤両側部および腹吸盤の両側部に厚い集積

として附著し，Kruidenierの云う封入された（envelop

( 24) 
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mental)状態て薄膜状にセノレカリア体表面を全く掩うも

のも認められた。

c 4）メタセノレカリアにおける観察：

脱議直後におけるメタセノレカリアについて本染色を試

みた結果はウエステノレマン肺吸虫のそれの場合と全く同

様にかかる服組織の存存は全くみとめえなかった。

’考察

さきに著者等はウエステルマリン肺吸虫セノレカリア体

内の“Mucoidglands，， の形態並にその形成過程を観察

し， Kruidenierがケリコット肺吸虫セルカリアについ

てなした観察成績と比較考察した結果，両種セルカリア

の“Mucoidglands，，の形態において 2～3の異なる点を

指摘すると共に，木腺組織の機能成はその生物学的な存

在怠義についても考察した。木ねて、は肺吸虫第3の種類

として大平肺吸虫セルカリアをとりあげ，その“Mucoid

glands，，について観察を試みた。その結果は上述の様に

大平肺吸虫七ルカリアにおいても ‘・Mucoidglands，， の

数並に配列状況等はウエステルマン肺吸虫およびケリコ

ット肺吸虫のそれとかなり類似していることが明らかと

なった。然し乍ら木吸虫セノレカリアにおいては前2種の

ものに比べて本腺組織の形態的分化が著しく低いこと

が特徴である様に巴．われる所見をりた。以ll！：＞個々 の腺組

織の形状は不正形て変異にとみ，ウエステルマン肺吸虫

或はケリコット肺吸虫のそれにみられる様な略々一定し

た形状と配列を示すでものが砂く，大きさも種々で，これ

らからの導管の分岐発育の程度が著しく不良であること

が特徴とさえ思われた。所謂 “Mucoid reservoir，， につい

てもその数も砂く，僅に口吸盤川辺部と腹吸盤両側部の

みにみとめられる程度て腺組織のJ止絡，分泌に関与する

と忠はれる専管の存在も不明のものが多かった。尚叉腺

組織よりの導管は一般に太く且短い突起状を呈し細導管

の牙岐は極めて砂くワエステルマン肺吸虫のそれの如く

線細な専管網は認められなかった。発育過程における所

見は略々ワエステルマン肺吸虫のそれに類以し牙、泌相の

セルカリアの所見も略々同様であった。然し Kruidenier

が注口したケリコット肺吸虫セノレカリアの尾端にみとめ

たとする“Mucoidtether，， 計しくは “Mucoidstrand" 

と称するものの存在は全くみとめられず，との点はワェ

ステルマン肺吸虫の場合と同じであった。之を要するに

大平肺吸虫セルカリア内の “Mucoidglands，， の形態は

略ノセウエステルマン肺吸虫のそれに類似してはいるが後

者に比較して形態的未分化性を示している事が特徴てあ

( 25 ) 
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った。との事は著者らく横川他，未発表〉が大平肺吸虫

セノレカリアの生鮮偲本における形態学的観察の結果，特

にその排？世系においてウエステルマン肺吸虫セルカリア

の焔細胞が30対みとめられるに反し本種セルカリアては

僅かに10対しか認められずその未牙化性を指摘したこと

と一致し極めて興味ある点である。

“Mucoid glands，， の機能である ‘＇Mucoidsubstance印

の意義については既に著者等が考察した様に，Kruideni-

erの述べている如く外界の不利な環境に対する防禦的

若くは抗酵素的な機能のみにとどまらず，史にその有

する生化学的な役割をも無視出来ないと思われる。尚本

種セルカリアにおいても，ウエステルマン肺吸虫と向様

にケリコット肺吸虫にみとめられたとする “Mucoid

tether，， が認められなかった。 Kruidenierはケリコ y

ト肺吸虫セルカリアが第2中間宿主体内移行に｜践し，そ

のタ卜部から侵入する場合にこの Mucoid-substanceが役

立つものであらうと推察しているが， 1~に著者等の一人

横川はウエステルマン肺吸虫セルカリアは第2中間者主

体内に経口的に侵入するもので，第2中間宿主の外部よ

りは侵入が不可能で、ある事を実証しているので，Krui-

denierの推論には容易に賛成し難い。大平肺吸虫にお

いては尚未だ第2中間信主えの移行経路は切らかにされ

ていないが，ウエステルマン肺吸虫セルカリアにおける

と同様に‘＇Mucoidtether，， のみとめられなかった点等

からも本種肺吸虫においても “MucoidSubstace”の第

2中間宿主感染に際する直接的な意義は認め難いと思わ

れる。

結論

大平肺吸虫セノレカリアの“Mucoidglands，， の形態を

トルイジン青メタクロマジー訟によって観察し次の如き

所見をえた。

(1) 大平肺吸虫セノレカリア内には体の中心軸に対し

て左右対称性に 6ケ宛の“Mucoidglands”が存在する，

事が確認された。

(2）本肺吸虫セルカリアの‘＇ Mucoidglands，， の形

態はワエステノレマン目IP吸虫セルカリアのそれと類似して

いる引が解った。然し乍ら腺組織の形状，それに附属ず

る導管並に “Mucoidreservoir'' Q)発達が値めて不良て、

形態的未牙化性を示している事が特徴であった。

(3) 本腺組織はメタセルカリアには存在せず従って

セルカリアに特有な腺組織である事を知った。

( 4 ) Ameel, Kruidenierの指摘したセノレカ リアの尾
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端の ＇＇Mucoid-tether”は見出す事が出来ずこの点にお

いても ウエステルマン肺吸虫と同様に “Mucoid-sub-

stan四” が第2中間宿主えの移行に際して直接的な義を

有しているものとは考え難い。

(5) 点目泉組織の機能についてもウエステルマン肺吸

虫のそれと同様な考察を行った。
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Summary 

The authors (Yakogawa & Yoshimura, 1956) rep-

orted on the morphology of the mucoid glands of 

the cercariae of Paragonimus westermani出 the

previous paper. 
The same studies on the cercariae of P. ohirai 

were carried out in this experiment. 

Though the Assiminea jaρoni'ca was determined 

experimentally as one of the first intermediate host 

of P. ohirai by Ogita (1954) the natural infection 

of this snail with P. ohirai has never been found. 
The authors (Yokogawa et al. 1958) found the 

first natural infection with the cercariae of P. ohiraz 
in the other species, Paludinella davilis, in 1957. 

The cercariae of P. ohirai were thus obtained 

easily from the both of the naturally infected and 

experimentally infected snails. PaludineUαdevilis. 
The fixation and staining were followed in the 

manner described by Kruidenier (1953). 

The results obtained were as follows : 
( 1) The six pairs of mucoid glands are distributed 

parallel to the midventral axis of the mature cerc-

ariae of P. ohirai as those of P. westermani and 
f 舵llcotti.

The shape of the gland cells of P. ohirai is much 

more irregular and the developments of the branches 

of the glands ducts and mucoid-reservoirs are much 

lower than those of P. westermani and P. kellicotti. 
( 2 ) The appearance of the glands in the cercariae 

seemed to be closely related with the stages of the 

development of the cercariae. 
( 3 ) Mucoid strands or Mucoid tethers in the 

tail part of the cercariae which were pointed out 

in P. kellicotti by Kruidenier were not found in 

this speci回．

The authors can not agree with the opinion that 

mucid glands have a function to contact with th 

second intermedia胎 hostas mentioned in the prev-

10us paper. 
( 4) Tne authors (Yokogawa et al., 1958) found 

that the flame cell pattern of the cercariae of P. 

ohirai was 2〔（l+l十1十1+1)+ (l+l+l+l+l）〕

= 20. The authors came to the conclusion that 

the both of Mucoid glands and Excretory system 

of the cercariae of P. ohirai seemed to be undifferen-
tiated in comparison with those of P. Westerman乙




